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備中狛犬探検隊は平成17年3月28日、玉島観光ガイドのメンバーで何か面白いことないかなと雑談しているうち、狛犬の話になり「歴史の勉強にもなるし、楽しそうなので、ぜひやろうと」平均年齢７４歳で始めた７人の侍のです。
備中狛犬探検隊・目的と目標
岡山県には神社庁に加盟している神社が1625神社（平成19年5月31日）あり、そのうち備中に属する（新行政地図）ところが628社あります。これらの神社を尋ねながら、①会員同士楽しむこと、②狛犬の記録を通して歴史の勉強のをすることを目的にしました。目的について、隊員で話し合いましたが意見が百出し、狛犬探検を通じやりたいことがそれぞれ違っていることがわかり、共通している①、②にまとめました。目標は備中地区の狛犬を10年かけて探検しようということになりました。10年後には平均年齢84歳になっています。
狛犬とは
最初、狛犬の起こりなどについて勉強しました。参考書を読んでみて、いろんな考え方があることに困惑しわれわれの考え方をまとめました。
起源については、「類聚雑要抄」巻４（1141年平安後期）という書物があり、それに「左師子於色黄、開口　右胡摩犬於色白、不開口、在角」という記述があり、「天皇、皇后の御帳臺（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 9(みす),御簾)）の前にしつらひ、臣下は憚りおくと・・・」あるので、この内容で説明をしようと言うことにしました。また、狛犬の説明には国立京都博物館の考え「一般的には「狛犬」として知られている獅子・狛犬ですが、本来は角があるのが狛犬で、無いほうが獅子であるという区分もかなり知られてきたようです。なぜ本来は獅子と狛犬に区別されていたものが狛犬とだけ呼ばれるようになったかは不明ですが、現存する作例を見る限り、角を持った想像上の動物（狛犬）を獅子と一対にして守護獣とするのは、わが国に特有のことです。その意味で狛犬はわが国オリジナル守護獣ということがいえるでしょう。ちなみに近世に製作された石造の「狛犬」は、実は中国伝来の獅子二頭の組み合わせであることも多いのです。身近な狛犬を角の有無を基準に見てみるのも面白いかもしれません。」（京都国立博物館のパンフレットより）これで進めようと決めました。また狛犬の起源や考え方については、いろんな考え方があるので探検隊以外の人たちと議論はせず、話をするのは「足を運んで探検した事実」のみにすることにしました。
備中狛犬探検隊の名前はこうして付けました
３５年位前地元の新聞にまりを抱いた狛犬が尾道で作られ、この地方に多くあると言う記事を読みました。その方は「備中狛犬」と命名したとあり、このことに非常に興味を持ち、頭の中に残っていました。また、備中地方を探検の対象にすると決めたので、これも含め、備中狛犬探検隊と名前をつけました。
楽しくやろうよ
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青春とは「人生のある時期をいうのではなく、心の持ち方をいう・・・」ウルマンの詩のとおり平均年齢７４歳の備中狛犬探検隊はスタートしました。面白くやるならもうひとつ面白くと、全員に役職を老中、大目付、勘定奉行、寺社奉行、雅楽奉行、副隊長、隊長と年齢
